
 

 

学習指導要領の総則では、「授業の改善」（指導）と「評価の改善」（評価）を一体的に充実させていくことの重

要性が示されています。学習評価によって、「児童生徒にどういった力が身に付いたか」を的確に捉えて、教師は

指導の改善を図ること、児童生徒は自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにすることが大

切です。ここでは、１．学習評価の進め方の手順、２．指導と評価の計画の作成のポイントについて示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習評価は、学校における教育活動に関し、児童生徒の学習状況を評価するもの 

     ☞教師が指導の改善を図る 

     ☞児童生徒自身が、自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにする 

   単元を通して PDCAサイクルをまわしていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導と評価の計画 

指導 
指導と評価 
の改善 

指導に生かす 記録に残す 

評価 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

「学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編）」 

1⑴  単元の目標を作成 

⑵  単元の評価規準を作成 

⑶ 「指導と評価の計画」を作成 

授業を行う 

 ⑷ 観点ごとに総括する 

○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を
踏まえて作成する。 
○児童の実態、前単元までの学習状況等を踏まえて作成
する。 

 

○1、2を踏まえ、評価場面や評価方法等を計画する。 
○どのような評価資料（児童の反応やパフォーマンスな
ど）を基に、「おおむね満足できる」状況（B）と評価する
かを考えたり、 「努力を要する」状況（C）への手立て等
を考えたりする。 

 

○3 に沿って観点別学習状況の評価を行い、児童の学習
改善や教師の指導改善につなげる。 

 

○集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、観
点ごとの総括的評価（A、B、C）を行う。 

１ 学習評価の進め方の手順 

２．学習評価の基本的な考え方 



 

 

【指導事例】第３学年「二次方程式」 

 

【評価規準】因数分解や平方の考えを基にして二次方程式を解く方法を考察し、表現することができる。 

     （思考・判断・表現） 

 

【指導と評価の計画】第５時、第６時、第７時、第８時が、上記の規準を達成しているかどうかを評価する 

ように計画を立て、第５時、第６時、第７時は指導に生かす評価を行い、第８時で記録に残す評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な指導例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大切なこと 

・記録に残す授業までに、「Ｃ」の児童生徒を「Ｂ」に、「Ｂ」の児童生徒を「Ａ」にするため 

の指導を教師が行ったかどうか。 

３．数学科における「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」の具体例 


